
笙塁回復萱旦固題

連立方程式を掃き出し法の計算で行なう場合、左に係数行列A、 右に列ベクトルbと した拡大

係数行列 スが計算開始点である。その後、行基本変形を行ない左側を単位行列になったときが

計算完了点である。すなわち、
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ところが、連立方程式の中には計算の途中で最下段以降の行の成分がすべて0になってしまうことがある。

(0にならない行の行数をrank:階数という)

たとえば、下のように計算終了時の成分の3行 日が0となるときは解を次のように任意定数λを使って表す。

つ
４
　
４
■

一　

一

χ-2λ =2

y一 λ=3

z=λ
計算終了時

つまり、解は χ=2+2λ ′y=3+λ ′z=λ (ただし、λは任意の実数)と 書く。

上記の例を参考に次の (1)、 (2)の連立方程式を掃き出し法により計算して解を求めなさい。
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上記の性質と行列式を計算することにより、下記の命題を証明しなさい。

命題 「次の 3直線は 1点で交わることを示せ .
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問題.■

3点 (χl,y.Zl),(χ 2,y2,Z2)′ (χ 3,y3′ Z3)を通る平面の方程式は下記の行列式で表すことができる。

χ一 χl y… γl Z~Z:i
χ2~χl y2~yl Z2~Zl
χ3~社l y13~ツl Z3~Zl

=0

上記の性質を利用して、次の (1)、 (2)の条件を満たす平面の方程式を求めなさい。
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